
2014.10.9～12 

ＥＳＤ推進のための公民館-ＣＬＣ国際会議 

～地域で学び、共につくる持続可能な社会～ 

Host City for 



開催にあたって 

• 岡山市の公民館では以前から、自然と共存し、互いに尊重しあい、
共に生きることのできる地域づくりを目指しており、2005年の
「国連ESDの10年」開始とともに、地域のESD推進拠点として、
多様な切り口から地域の課題解決に取り組むなど、ESDの視点を
取り入れた活動を進めてきた。 

 

• 一方、CLC(Community Learning Centre)は、識字教育・収入
向上活動・職業訓練や文化継承など、住民主体の学習・地域づく
り・ネットワークの拠点として、アジアを中心に広がっている。 

 

• そこで、公民館とCLCが地域に根ざした学びの場としての互いの
経験を持ち寄り、持続可能な社会づくりにおける公民館・CLCの
役割と成果、今後のビジョンを討議し、その実現に向けた方策を
提言することを目的に開催した。 

 ※ＣＬＣは、アジア地域のユネスコが設置を推奨し、タイやインドネシア、ベトナムなどアジア・アフリ
カ各国に広がっているコミュニティ学習センターで、日本の公民館に近い性格を持っている。 



会 議 日 程 
１日目 １０月９日（木） 
＊全体会 基調講演、事例発表  

２日目 １０月１０日（金） 
＊分科会 

＊とりまとめ 
  

３日目 １０月１１日（土） 
＊全体会 ネットワーク提案、成果文書作成・採択  

４日目 １０月１２日（日） ＊エクスカーション  



29ヶ国約650人が参加 
「岡山コミットメント(約束）2014」採択 

•地域の学びの場やESDに関わる多様な人たち 

 （市民、NGO、研究者、地方自治体、政府、企業等） 

 約650人（海外参加者は約100人）の学びあい、交流 

 

 

•特別分科会として、文部科学省の「公民館等を中心とした
社会教育活性化支援プログラム」の中間発表会開催 

 

•透明で参加型の会議プロセス 

•関わった人たちのエンパワーメント 









２日目夜 成果文書（案）作成 
深夜に及ぶ議論の末、３日目の明け方に完成… 



成果文書作成に向けた議論白熱！ 



成果文書採択！ 





 

誰もが排除されない持続可能な社会を築くため 

 

教育のありようを見直すときには 

 

コミュニティに根ざした学びにこそ 

 

要となる役割が与えられるべきである。・・・ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

このコミットメントで示された役割や貢献は、 

 

私たちの行動を未来に導くものである。 

 

 

 

「岡山コミットメント（約束）2014」より 

 



公民館の知名度アップ 
住民の主体性アップ↑↑
ちょっとグローバル 

これから… 
コミットメントを具体化す
る中で 

国内外の分野横断的な 
  ネットワークを！ 

 
れんめんめん・・・ 


